
 

主催：一般社団法人日本ピアノ調律師協会関西支部 研修部 FAX050-3730-9448 

お問い合わせ 小林史郎 ☎090-8820-9095 後佳孝☎080-4236-6001 谷内尾誠 090-1442-3019 

 

 

日時：平成 ２９年６月５、６日（月、火）の二日間 時間は両日共：９：００～１７：００ （受付 8:45～） 

会場： ㈱川本ピアノサービス 〒662-09034 西宮市西宮浜 2-21-1  

会費：会員￥６０００  非会員￥１２０００ （昼食のお弁当とお茶を用意いたします） 

定員 40名 2日連続の講義となります 

1日目研修会終了後懇親会を行います 希望者のみ会費¥4000 程度 

１日目：実践基礎編（事例研究含む） 
 
・ タッチウエイトとは＋平衡等式の基礎概念 

・ ハンマーストライクウエイトの変更による変化 

・ シャンクローラー位置の違いでの変化 

・ 鍵盤鉛両側入れによる変化 

・ バランスパンチングクロス半カットによる変化 

・ キャプスタン―ヒール接触位置による変化 

・ 軽重両極端なサンプルを試みる 

  

～昼食休憩～ 

 

・ 平衡等式の説明と作成（スタンウッド測定体験含む） 

・ 個別の要素を変更した場合の手ごたえと数値の変化を確認する 

・ ハンマーストライクウエイト調整の実際とその重要性 

・ アップライトアクションのタッチウエイトマネジメント 

 

 ２日目：ハンマー交換時のタッチウエイトマネジメント 
 

・ オリジナルの状態で基礎寸法と基本データの採集・確認 

・ サンプル音に新パーツを組み入れデータ採集 

・ データの分析と考察、ＨＳＷの推算と方向性の選択  

・ 鍵盤レシオを変更してデータ採集、再評価、方向性の確認 

 

～昼食休憩～ 

 

・ キャプスタン―ヒール接触位置を変更してデータ採集、再評価 

・ アクションの慣性モーメントの影響 

・ 慣性モーメントの説明、個々の部品について体験 

・ 鍵盤の慣性モーメント補足 

・ ギアレシオの説明と専用モデルにて重さの変化を体験 

・ まとめ 

 

タッチウエイトマネージメント研修会 
講師 中村祐司（ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼﾞｱﾋﾟｱﾉ調律師・技術者協会会員） 

中村 祐司 

1963年 東京生まれ 
1983年 ﾔﾏﾊﾋﾟｱﾉﾃｸﾆｶﾙｱｶﾃﾞﾐｰ卒業 
1983年  ﾔﾏﾊ㈱に入社 本社特器工場や東京支店 

ｺﾝｻｰﾄｻｰﾋﾞｽ室勤務 
1992年 北海道道立旭川高等技術専門学院木工科入学 

木工技術を 1年間学 
1993年 北海道芸術専門学校調律科に講師として勤務

1994年より主任講師 
1999年 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞに移住し、ｼﾞｪﾝｷﾝﾋﾟｱﾉｻｰﾋﾞｽに勤務 

現在に至る 
ｵｰｽﾄﾗﾚｰｼﾞｱﾋﾟｱﾉ調律師・技術者協会(APTTA)ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄﾞ支部、ARPT会員。 入会試験検定委員。 2014年より
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ支部副支部長。ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ調律師協会の
研修会や APTTA主催のｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝで定期的に講義を担当す
る。 
アメリカ協会の会報「ﾋﾟｱﾉ･ﾃｸﾆｼｬﾝｽﾞ・ｷﾞﾙﾄﾞｼﾞｬｰﾅﾙ」に   
ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ 2014年 9月･10月）とｱｯﾌﾟﾗｲﾄﾋﾟｱﾉ(2015 年 1
月・2月号)のﾀｯﾁｳｴｲﾄに関する論文が掲載された 


